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新しいウイルス学のほん一一一 
“Virology has become a fundamental biological science in its own 
right."という宣言ではじまる Luriaの歴史的な著作， “General Virology" 
が出版されてから早くも 17年が流れさった。かつて細菌学の教科書のうしろに，
つけたりのように記載されていたウイルスとウイルス病についての学問は今日細
菌学と併立し，ある意味ではそれを凌駕する独立の科学に成長している。上記の
書で Luriaも述べているように， ウイルス学のように進歩の早い学問では本が
印刷されて世に出る頃には，すでに outof dateとなる恐れがある。従って，
残念ながら日本では up-to-dateなウイルス学の本は出で難いのが現状であろう。 
Fennerらの新らしい著書，“MedicalVirology"は 400ページ足らずの本であ
るが，最近のウイルス学の成果をよく盛りこんだ好著である。本書はウイルスの
増殖，遺伝， 潜伏感染などウイ jレス学の基礎を取り扱った第 I部，“Principles 
of Virology"と，第 II部の各論，“Virusesof Man"とから成り立っている。
鮮明な写真や適切な図の引用も多く，簡潔ではあるが全体が理解しやすく構成さ
れている。
抗生物質の登場以来，一般に感染症に対する関心がうすらいできたように思わ
れる。しかしながら，例えばウイルスの潜伏感染の問題を度外視して，臓器移植
を行なうことは危険をともなう恐れがある。他方ウイルスによる細胞の悪性変換
現象の理解がなくては，現在発癌の機作について語ることはできない。本書の第 
9章，“OncogenicViruses"の項とそこに紹介されている文献のいくつかを読
めば，最近の進歩の概略が理解されよう。
著者の Fennerは現在オーストラリア，キャンベラの AustralianNational 
Univ.の JohnCurtin School of Medical Researchの教授である。彼の著
書としては 1949年の Burnetとの共著，“TheProduction of Antibodies"が
あり， 1965年には Myxomaウイルスと Myxomatosisについて詳細にまとめ
たモノグラフ，“Myxomatosis" が発表され， また 1968年には大著，“The 
Biology of Animal Vimses，1，II"が発表された。彼は Poxvirusesなど動物
ウイルスの遺伝学的研究では現在世界の第一線に立っている。
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